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いと、懲われる地域鐸すなが、．懸．喉躰蟻樽灘、軍1、奴V齢1

～13）　駄び、li糊よ1）立／，ミ，地鞭中1懸、．通じ擁冊，に

沿う測、・1、丈（v董、薦簸～騰）で1獣）れた結麹壌糊碁1峨線

を，その蝕、のものば裁鮒憩1籍、、磐縫竃位灘．閥隔が無限小・

、．闘ご舞宝ノたタ　ご二翻三した懸、1癒翠L．ノ）これ、ら轟

、黙1煽課のう亀粛は斐（1〉猟／，麺）不均1、慧、よバぐ趨る

V繍曲線のみが類購ノ戯〆く，・溝の獅漸碗鋭1＞解

析繭購え・れぬ窪）の（例、鵬慧），（ll）電§緯7）葺開，ノ荊に

対し〆で、劉縷．層の鮒蹴お歎び／藤誕不均1獅精這在する

鉦め》v蔓薦麟線、．ll二に郷紅疑みが1、齢られ鞭＞で，鵡
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撫暴靭綴癖螺乏藩》．l／る、1・鱗麟｝地，膨こ細．麟耀至ll、，藁一縮．耀課にぜ

携鮒三の卿、1．韓従鰐）て，養『り紙瀬の推監縄葉蒙は実際の溝

造の第礪職瀬麟窪鍍簿やや1雑il鰍賜疇ら靱，1際

撚は二茎1麟であ懲｛）轟を等価賂 構　篇1無換えた礁亘馨は

擬異麟。1三を承摩こ、・を考慮慕入れ恐と，均〆、難匿7性の層

継．浅扱／琉箒蚤層グ）痴癬の櫟脚鎌欝馨融淡度よ1「異ミ

く解析されてい鵜と考」摘y・燧であろう．／，〆かレ，　驚

地重．建内においては，至礪，構成鑑謝麟抑／l嬢蹴轟

難異！壱［よノ1粉紅，．い｛．〉の㍗／、鼠発・　　　　　　く隻

に近い櫨1を藷きもめと考えられるので，燃《マ撫黙メン跳効

渠が解梼襯難継減、灘｝影響の脚鐵野鮒畿性雰額較べて小

黍い｛諺聴、讐D、、第り，、，甥韓、メy性効騨桝爵う瀬，＄K

驚号、井の　㌔樹図紅箆られ驚）よ警に，、ξ麟疑！，搬繕

、との脚こ時た．窯シ￥韓《レ膿の1・1欄！，勤喉癬織）煮潔が

あり，こ、の挟擁縢のため懇” ．）灘麟騨鮒　め齢1擦

定されることもあ晒る馴ぴあろう、、地域東部の戯1階斜

部において、，烈構造の／響鱗，す禰ち“騨続蘇1
縫解析に、、勲つ1て推定された溝慧度が，瓢ト難蜘であ！穿，

呂K董および黛　彬ぴ晒、検1難雛から知駐，｝れている第至

層の底瀬の、蔽，．姓ラも僅かに深◎じ）W姻・礁、、こコ欺う

な現攣は先／唱こ述噛≒ゴ齢購1の脚璽皇第l／麺購轡、、メぎ性）

騰、題，痩潮 （矯無め1自蕪！題等が影響し』ぐ起つたも礁撚ぎ

え　れ添が塾・今ξ犠暴難摯臨を解明す懇難醗1で1載！、／、擦デた

．脚戚においては，構叢群灘1諭癬1喪す馴細　すなわ
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　　題咽賦藪た各測，献麟燃’線鋒1彗享硫は濃．、．ノ瀬に投影
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煮とを　昧し　黙1），ぞのため醜は，1入簿1城を構成　

る胸，脚韓蘇欝む・雌紛ような総誕鱒董fも《ρ

でノ誤．撫ばなら鳶い、，、つま舞驚献｝部に麟・て斐》牌繍

1，歎酬♪1鰍蠣か的酵てマ・類灘凱変財鼠“1嫁糊矯

勲脚購斜部の鐸雛、鞠鶯糊藤れるも騨）と思麟慮、

し．たがつて，’課熱難てえられ1㌃烈第ひ、塁矯廊紗

彩状は地域の癒紺1縫ll踊旋反映し、てい釜櫓のと懲え恐

瀧、とがで証，、1　第l／）駒醸よおそ1三鼠麟酬嘱
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しだ隔τ鐵的鍵1館ア、、〉携艇お，勲び形状／壱、1鮮洲、、綱鋼瞬i鍍

お，頁ノ巽形状＿難妻，縄の痛跨え峯諺毒輩筆き凱

羅、　解辮上の購題につい’て

　瞬二濤、謬ξを鱗纏 “雛す藤三）ためにl　l濾き　あ・）か鷲羨ノ鷺めら漆Lた1
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雲ン）て解婦細蕊二L、べ 麟る噸鷺蹴こ・とであ・ゲ嘗よ煎

薪）ない螢1げ，魁〆なが・黙際（〉探噛零課，例えば第4…履○

図麟脚乃㍗、驚／二，忠、実険、録．る麟獅嫡綴識、／漁

毫〉／鮒こ輔縫飴濯を適、獄．睡解・析L、麟、捨と》まず鍵㌔測

v蓑甑、賠，、縫卿謡瀕記、「》7舞ザ撃涛瓢、款るv量潟．1嫌の異．
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・罐紛麟聯舞濫搬猶、ξ，聴〆縫）質的解釈讐・ほつて

え樋、た結；果に基☆㌧て、、妻鯛鞘㌧礎皐流編とで解析

育勧紬．，く異緬婆、疑な蓬）賦＞が、懲p一搬鱗 ／隷至
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がつ1瀦魎一ζ締い鶴曲線敷1「）、．曙の比鰍瞳ンシ叢求め

1タれ’鯉嚢であ雛聾識蓬い、蝋、虐複付近甑韓義．施が認潟
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、縫、、き、類な翔い藁麟llを例、えば，、難剛蕉穎．、・ては・解

析1墾瀬のいン1擁、慮⊂！二、らず融二解析落！講鞭騰ll駆／．㎡か

し．．ノ、試がら，ド曲、ll，義付近にはなはノぼ／、、「凝、妻、琳があ鰍

Vl薦曲奉泉、美1〉反射／，肇、裁の驚を判定す鳥こ、撫が懸離な曲

線，お、奴ナ、．，懸、“，マ坊．融枝ズ叢態く飛んでお1ち．曝の

比抵抗楠の決’更麗は黙だい弾1驚を鋒癖．｝、擁渓灘

V購懸線に対／岬、』ては，解析・奎噸のいか蘇こよび奪識は

だしく異触覇藤，繕渠がえ1三、濃、る、、簡灘、葵，、壌S叡’〉、飢

うな実渕麟、蕪裁鐸、、い噸次曲線『ll姶法を機械的／l綜戯l

l躍ぐ解析｝擢鳶，馨秘，獣誘課は、l！臓断醜罫浅／‘疑1歳、黛

くかけ鮒／．、六ゴ，縦鶉ゼ＞て／．窟の、、V雛嵩峨線の1識的解
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大ili砕摩擁勿に1饗わ．1し恐ま馨拶1二》．建無暮滅1紅，おけ添騰葺　麟の　　麟こついて（轟資1鐸，耀費麟ノ駆i蓋罵詳醤懸駆、1，ぎ卿，難こ）

夢繋こノ㌧る紅タ総．薫烈ち鮮落31擁蹴）1騰影築婁1羊を麟i欝歪欝こ圭ニヒ蟻交“するなら

1「£夢～7鷺＄慮1撫藩釜のA鷺／黛諜6（）r織醤’聡び）髭撫線ゲ）、．1二㌃響播霞オく選菰

プ磐侮ぴ）イ蔑蓼饗聾撒よノ唱）｝ぐ壌黛じノごも¢）情ぴある菰と／汰1粥ら方森び

あ婆ラ　 蓑1論角瞬サテに鶏鍍凡で警な》・v熱呂曲繕亀であるさご半i糞辮さ

れ、贔，、も丸㎡も，この曲線の．上昇を構造の錘、諺一齢景醸の反映

とみ．なして象　 嚢杓薙奉／諦をほどこ壌咄ならは’婁　霧・ら壽等ノ鶏季薄1鞍

断1鰍1強実体と／　金、く異なるものとなってしまう，　なお第

翌驚醸iの7／く馨嘱柴鍵iの発潅携くを」翠叡、1颪筆　v置9墨曲藷、賦）A鷺〆黛鷲

姦（）鵬ず・舞、猛ぜ）曲藩姦の．1鱗よ舞窪誘く蕊1宏／驚造難、よる爵還繕蔑の釜蝋赤て1罫

あるとする質的解垂釈は麟や、蕪ちでない瀧とが ｝恐，、、菰紛

種の羅みをうけた実測麟線に対／』ご　附解析を行ない弊

館）離を求めよ鷲摩灘雛には・断罐の瓢嫌釈
の粛果齢基づいて．．1ソ1お、凱び下層の比抵航纏雛峯綻／脚．磐

認みをうけてい癒いと灘えられ恐曲線部分についてのみ

解析蕉行なうべきで識　藷　う、　例えば，　v肇1鷹　婆曲線に対

L、て1愈簑　！緩1め角峯瀞縫に糞蕪〆．5き鉾 ／／lを4慕葱露蝶織1弩タト，　晒下！、1

を黛．§蕊差痛鷺嚢義1蕉に｛反芝歓季　麟講の ド1降膏鐸4）壽継cノ）曲腿

≦藝こよつて解析し、・きおお、斯ぐの深度の駐嶺を付け馨のが

妥幽であ愚と筆者・／塞湾え恐。、なお，　v量騒墨曲線のよう

に響募の／愈な1汰ブεL．レ・も¢〉をヲ　こ¢ン．数うな£轡瞬騨（構渠督針じ

て得られた。界瀬の深度は　　芸がプくきく磁度の悪い繕フので

ある鳳とは避けられない．　Vl＄嚢および驚の羅、鎌泉につ

いても筆藩ギらはi／室馨試釦夢／嬢をナ讐㌔・ず‘ぐ界涯簾の譲濤壽礁，よそ¢〉繕嚢

腰を推定し，唱穿雛澤蛮でに第川薙に1入／、、、ておいた“とこ

ろで，このようにして解析し，てえられ配界晦の｝影1瞥度が精

度のよいものとなる1総めには婁　。1二讐下叢導．）比抵抗櫨1がi緩

i’毒糞群培燈によ鷲）て罫三㌧・く｝麺めらオ亀てい懇必醤要ゆミあ恐、、ぞrの

ノζめに／叢爵、i瓜蝉下／l窪）舞二藝翠ヲ覧顎麹婚＆爆欝或〆黛下欝一丁一穿詫に／呆たれ〆

て》・恐こおカ＆鍵．叢まL．マ・こと嘔である鼎　も乳げも，　饗謙歓1）．．1二・

触自1、フ1“殴t鷲鷲充報墾7憾耀擁痴擁芙　・鷺Wび菱〉恐な　尋讃筆　．

けていないV£勾．／ll線が譲罐構 造とし、て比較的器二遍凱解

翻さ才しるぱ’湊“）卒びなく磐イ粥え．捧　V慧S離i講鶏葬葵義罷みをう蓉

てマ・∫撫とし』ぐも夢　薫．、二霧をうけてマ・なマ涯勢翼ランに〆〉マ・て角華夢テ

ーず恐こ乙と紅、歎“　　騨隷緯）溜簿　 業寿、毒“），飢レ遷，聾甕で打奪、轍ξ

才1〆燈は摩識景である。　もちろノレ糞　この灘　薯翼　翼熱みをうけて㌔・

な㌢・灘1拳襲至羅ランを暴鯖ず拝鯵離づ哩恐4潔・膿釜漆輩凌るぜジぴ漢　その，歎う

な推驚麟確からし零1こ，／7ニブぐ1織られた界l！llの傑度の確

膜強汰蠕藩舞iぎ恵、磐落ζみの1籔聾饗：と／　量に、諏鷲ブぐ／i／蒙｝那景婆墾§ξ暴

ぎLる、き攣詳鎌1の、．ヒピ下／鱒に、よ贋）1で》つくらオ竃、恐雲簾縫き載養　更

映するV至講曲線の1．要部、7曇疑溢み逡うけてい凝）　緊に

は，餐戴鷺誌離、た携黛建鐘の黍．楽蕪惣霊も頒）とも鰍し▽・ものとな纂慕

　このように実測v賂i・縫、1線が多少な1）とも非成／ 構義鷺
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め解棚藩窯ある程！三覧曙蕪磯が入り込む燃ど礁藁けえ

ら勲，、ないように思愛れ器、，今闘の例の・縞歓うに，窯層構遺分

問題と：／輔，て／，ミ欝ラ扱え端　　　押は，！嚇／黛く臨（ヒじこに窒（：至

／、堺細．）灘．斐）懸醐納のv葉騒曲線のかな！，鏡紛鵜わ

舘ぐ驚不均　裸がない限1錫参配麟比抵嶺雛l／）

比抵癒織こ麟、〆，炉尾》（凝ゴ糖智て繋細《1技漣．を磁㌶嚢

、、ll濠に）いぐ（講1購粥P小野　　訴霧1繍の

いのであ揖が摯．麟綾騨濡麟，7）／圭鱒シ，嶽“．◎鑓鮭．．

、、凄，このよ躯に蓼えンるv董潟曲難畏の部分は，かな彗

　！捲れるため，。．1講・麺〉比抵麟1鰺）擁　はさ叙、麟i、麗

頓㌃例えば，上／，，麟／　｝嘱麟が、．l／唄，二雀鮪礁1、超）

大、ぎい徳を孝＞〆ぎ禽でも爵被一麹墓，．　霧臨’誤乳轟試1以圭に

な瀦　1雛t抵挽墾1蚤，媚．）1，ソ，紛1「む甑糊　灘懸く」副観

す奴聴はできな献訳蒸、，／幅．九がつて，実際に探擬をざ1

猟　養矯は，探、離べ域内ので、勢隈1嬢沢の翻輸誉，

！階か耀配蠣齢参，麺い場1，舜津／／紛／．旗嚢揃嚢1，1け、

をえ》麟の難／脚瞭冊繕えて津臆値，／、た凱．雛　）

腱眠敏騨1め樽鱒獲｝疑は肇 瞬比抵揃ll無誘
え．灘こと麟i建れ凝／鋪雛、翫推定擁”炉騰撚ノ激1鴛1、、ばな

らない、、，

　1，欠に，災灘／曲緯き二紅、懇ら、1舞、総騰みを受けた部分を適

確鵜、選ぐ．躍げ、嫡，紅は芦測驚㌃漆した、総1嫉1線を蕉ハ熱

比較街叡烹が，実際的な方法栖・嫁鷺）のであ難が，こ

）方法に，．疑ヅぐ適確に1みを1受けた部分が選びだ麟笑藤

姻には，融ご．総類の軽 簾に対！』磯　贈⑳数）実灘

離1、翻え樋．ている蔦とが必難ぐあ懲．い戯／鯉

野蔽ぼでの灘竃叡慧する驚細抑醸斜がガの場緯に

臨1醜四1蹴，韓麗1効糠職、1鈎恕鱒二緬紛1繋、墜1蹴

知、熔に収却，溜）醐粥、イ、、1），i患下構溝が匿駕1養纐鐙

舞．＿怠1）る懸婆，瞬灘、報でえ1・離ノ熱蝿v豆鷺鐵1線の麟．1

違は測定誤曙鋼鶏薦轡，ミ欝壕・、〉の灘、1藩、転裟1し

　“馨測V聡曲線は閥じものとみなL「乃撫、塁二ずで凄趨

痢麟）綴、勅欝㍗）　摯量軽．慧擦／ノ内，笠£敷場禽，編1、

ぐ嵐以1、栢で瀬、鑓じこ、とがい’菱．　ノ疑）肇ぴ）拳度の潮、1、鑑

1，．，隔一礁　隷〆た潮、1、1、毅では聾実測v欝爆聯麦郵購造

1雑畔，丸蜘、／臓，、磁1れた樹騒’を提供す瀦糟で筆水平二坤／

ヂ不！l鱗吻に、勲　繕みの部分は麟1い・鵬曲線の翻1二比

丈よつてか鏡樋確に／’酬　躍3〆慰烹にな警　しか竃，．

隷がら畢対獅二す鑑ノ講．磁の変化が晦ξ灘i撃翼純蔑畷yゲぐ争

か／構造の概擁響を速一やかに知燈こ、とが裸垂海1撫晦で≧鶴る

騰には茸測、蘇の密塵を頗碧ll二す考菰捻、まあ籍3離響

で融、　この．、ψ麟給には，！つの測、ξ、ζ曝榔凱、1．工

灘の1，隔（すなわ縫灘（1～轍慧（蓼、内1を／，鱗湖

　　　　　鱒噂煎らば黛測、ξ、繍，さ、勲び黛つの補助測、1、1，穏晦聴牌ら

、振餐測v蓋麟il糠、翼柵連続すべさで爵鷲、、し鐸がノー．

オ！、嚢〉シ幅）瞬1灘鵬1脇1を璽ね禽，群　“魔い違いがみ塩

られ、ぞ）、祉すれ，ば餐それ、は不均麟鶴、．慧騰みによ～d三

／、二たもの　ンごぐ　隅、癒い、、ただし、、，実灘V蚕瑚難　よ

欝繊嬢！，慕を雁い駕．蔀凝している（！）で，不均質物こ傷麺

蕎騰みの部分を／蓬織す匿誌い鱗，嚇髭れ　激讐講協

シの測．1、、礎．斜麟接／㎡すぎる場離こは，蒸釈嫁る実

濁離線ζノ、）食い違いが確認纏ll敵な護ズ》で，《1、儀一ζ1摩穆

度讃盛ミ獲1 1二にi無ll）を唱毫ジ、）こ．とが望繁しい。，燃のようなll的

で、欝驚瀬i、ξ、塗剛／螺難熱ミ賞嘱、魯を｛）つ繍嚇、…1、ξ、く朗雛

盤一（熱鈴
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鼠
　　　　　　　．．潔6β7欝慕ゾo』1

　　　　、滝〆　　　　、〆一／樹
　　、ノ’　蝉業暫ご叫ジ
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　　　　2／

20ト
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第　懲蓼i

浸£

a

よび灘灘、・、賦を灘！けて瀞鍵塁酬、た補勤的実欄v妻灘曲繕ご

、翼s驚と比1強した4，きのが第搭麟であ諾，その凝講は夢

不均鐵による麟潔／、黙S曲線の！董1撫と、愚われ螂v置8緯

のA馨／薫識淑）撚擁慨鷺の黛鄭茎弄1、も1簿1鰭鍵掴翠露麹灘／、爆鷺i撫難蟄で

／、蓼．そ3　灘オ寂，繋董2誉撒噂匙つ野謹ギぐ奪難　才『しることを穿蓉／．．』ぐお

賛，またv慰s鱒と；講助1｛1勺v鷺s灘の麗　技の一・灘動，よi）蟄

㏄1二二層の比凝1韻直を統擁薩差雛響度」懸え》ことが繋顯と

ノ界ら辱馬“，

　以ぜヒ薫叢べた．舞勢こ夢　縫．驚饗餐護比葵瑠充鶉韓／．義査紺1鞍の精

麗は紬糞付近紀ある不均質物、』対象、ごする界薦の、．1・縛下

／、紛麹抵抗櫨の一一1翔三、擦凱爵．て左熟される。このうち

で，地畿付近の不均．吻は実灘、壌S懸線を難曲せuめ深

　　　　　頴似の擁用懇なすの“鑓妻鱗厨測v蓋憾曲線㏄1二にあ

むわ渋，た1機・三t紙硫嚢戴騨）婆艶化が溜部：購甕嚢／こ．鉱るものであ

器か，象た1理均鞍効一渠によるものであ麟かを適！総1ξ輔判

1懸する蔦とはブ館マ灘隷瀧とである。　したがつて浄　・；的燐挙祈

に先立つて，実測v期曲線群麟郡も癒鮫しなが菱業

的解釈を行なう　趨で，不均1物が実測v翌鵬爵1線に，1掛

える；，嚢、繕郵ゲ》｛『1裂とそ（ダ鶴鵠餐をできう蟻擁提鶏罐欝藩二餐舞錠一サ

叫！こう馨峯め夢！藤要に／も娩シラ、i嚢1の勲う癒購1篇（○．鴛難ζi～

編ld以内で，劇5～御蛾度擁凱選んだ補助測、1、、欝え

鋸硫補鞠鱒豊1難鷲11釦／臓硫4）嘱冠、行ない，翻羅）

螢1綴とその馨il度／　詠／・する簿定のギ礁から1〆さを検討する、軌

う亀、糊ナ葱媛鋤ノ獄らオ毅レ・、，

薯．そ　の　他

　実測～聡s撫線のらちには，先に述べたよう難側方効

果にょって歪んだと考えられるものもあ論、，側わ効褻に

よ・　護．みは1不ま3．駐講講細こよ恐ものに彗較べ業慣蓬かに皐嚢撲）か

癒変イヒを示ず，、そのため，　蓑藪耀蓼造に，よる曲線の変化と

傭方勇製による曲1線の聡み・とを翻鯨の実瀞腱1繕箋の視察に

よつ甲鍵／す考ことはむずかしく，畢数の馨鮒童麟為相

后鑑鰻謹授1こ叢秘づく1難ヂ爵継舞磯に餐1羨）ね韓蒙畿馴でき愛気い、，　さ

て3　伊蟻拝韓｝釈によ’アぐ彗奮諮さオした側方効果につ給ては多

その／因ピなる測方に存在する馨梅常物を何’）かの糞に

よつて臓慈舞醤しておかねオな　〉ない、、わ淑、、／）激しはv墾s黛！》

測、ギ、の西翻にある。＿奪想きれる断層状構遭を藪｝誼熱｛i浸

蓬㌔）麹豊1獄汽翌艦hOぐ1によつて季淵べた，、徴の藩果は籍蓬麟iに

示じた，、この断麟状構造は，先にも述べたように，落養

が；たきく，界1蒲裟でぎ）1梁壌誓汰誕1｛期では真叡）～譲く）難宴擁芝繍1で

は慧驚1藷を1磁づ嚇ものと、轡わ才しているが豊鐸響欝図の峯霧禦：も

ごの・予盤翼善　垂穏孟ける，ように垂　餐蕊峯ノ蕊難壕薫闇葬、踊複暴㌔麟叡x）m

の護聡　菱では　　偽　）れ、ぬ1薫庁簾，次溝造を反1映する見著黍i士購蝋著寛

髄1の階段状¢）変化が，　羅流電極闇隔！断厩繊麟夏，誉○○瓢の配

撰のメ　碧ζはみられる，、糞量麟灘の結聾によ勲，ば，第黛1瀬

　蕊輸
畔1

回

ノ航〆鱗葉、
　　　　　　　　　　　　　　携露蝋1齢雛、

　　　　　　　　　　　　　　擁駄巡盛灘鴉

滑む　繕 12　　　3　　　4　　　1）ぜ）

ねゆO　　　簿蕪蹴

　　　　　　　　　　　　　籍韓1灘

お，よび鱒咽に示したような形の断声、．購遭がv欝欝灘

、1、総の薦噂○～裏（）（）熱幻硲タ猛に挙茎茎登し〆夢苛濃ぽ葎鱗ヒの方向に；走穫）

撲鴫一いるく　　なh賭もる，、なお，1新舞量．麺）蒙慧向は1繋塾響婁糞／舗譲蕪の蜂霞

　i．ぬ紅）拝鑑融1されたもので凄〉る、、

？．緒　　び

　樵れまでの／蹄嚢によ鷲）鳥焼瑚蕉しい成／，嚢状態を示す

構遊鵜対する探査深度恭○○勲の濾1流濠の技術を開発した

のであ騰が夢このような技術を構奏遭・解明疏）辮段として種

々の擢鐸憲簿羅．灘に響鱗事蝕物に率嚇三霧してゆくためには夢牽異こ㌢餐

1響の£ヒ嚢覇寛イ繊（為簿く均“護i三が実摂蕪V鷺難｝撫糸泉び）1弊夢君　婿し

てどのぐ歓らな難簿奪ざノ嚢／要トか麺ついて雷激趣1しいぐおく痩ど・運

寿窯ある，，

　鍾凝躍では，融彫讐の舞嚢銭む雛璽菱が7欝3討運な1畿造でその・例が

多い，火β 鴎屑物に覆1）れ鄭！繊域の構造探査を取皿熱げた，、

　このような構造でえられるi爽欝／彗v璽嬢曲1線は不均質効

果によつて歪んだもダ）とな鯵，不均一鋤果に激る実測

V翼葵｝曲線の分4支の　　指は1垂1凱構造鍔〉恭雛央である轡麺、麺と

類似して形であらわれるので，機械的に1．ヒ麟よ！）順塾欠解

析を費なつた霧会，実1難の構、磁とは…黛くかけ海建れた／薄造

がえられてし象う、，したがつて，　鼎的解析に入る前にヲ

　錘勺編鴛毅をで撃敦凱㌔・，　｛購還罫ア）馨難と鯵爆鞠ノ、三t嚢覇擁窯笠の鱗粟1）う

嵯整一（葺蚤8）



火1嚥暦物に醗わ2無恐，瞬蔑岩地繍粥け篠1輔融の巽，緊賦ついて（陶戯E、霞駐小野』薦彦鶏．1，ミ錫鍵…⇒

惹範囲皇および不均讐考畢によぞ餐みのV器曲線、1瓜で

1鍵め憐／☆コ鐙と撃その拳／饗1るっいての緯備論を漣』ぐおく・齢要

ガ1凌》るく，F

　構造を構成す撫各層の比抵抗簸とその地麦1黄内における

変動伏態を知る繊とは掌的蓮華釈の豆つの疑題であ灘輪そ

のた訟婚には地旗戒1嚇に1；存在する坑擁二でえ．ら離が講寅煽1灘を利

用する黒とは褻ず第至に考えねばならないが，このほか

にも，できうる限鎗多くの麟1術で適黙な潔流羅極間隔をゴ

選び，見掛比抵抗餓の灘定を行ない肇その分布についで検

討するように心・掛けねばな晦なζい鞭本報においての・“・くた

軌うな、黛！庭舞欝蒸薫として璽襲ヒ肩及マ・｝る．勲うな．㌻雛絞鑑燐舞擁な

誠の耀碁縫においても欝イく鰭訓鐙な響覆麟に綴わ孝Lている毘・

奮には，ll掛比抵抗鑓：よ1）。．けの態抵抗鍵を推定するこ

とは容、易でない瀞まして，，薫ソ鯵を縫醜被騰囎の騨さが増

L／，襲／繕講3遣とUて1鷲薄獣恥濠及いえ．ぬ！難となつノ1蝶　㌢（一一萱没

瓢こうし．烈　議が多いように思われるのであるが），上1，1

の疑二麺懸窪で臨を晃蟹護・㌻ヒ凝凝紫：繕1二寵〉ン離瞬躯ら餐劔難ンすること1愈ま

摩一ま／容葵でなくなる離ぬ．たがぐブぐ，鹸黛譲羅の夷1・舞無と曝叫恐搾

飯1の．／二・㎜粁癖1雁 の動浸鴛勢璽／薩が区、メ或内で髪購蜘約安聖筆叢した驚で

を・もつ叢　ヤにはかなiラよい精慶で結果を解析する嚇、慕が

で奪燈が，、靴嫡一ド両層のうちの…・方が魔薫／〆た漉菰抵抗／薩を

欝乾つ凱と漆警呆陣1さ崖ギぐいノぶマ・　かには糞．薫二麟の鳶ヒ餐難充誰齪

のと舞ナンに麹簸ぐ群かの韓三意雛1が雲無篇肇そのため角眉響糸霧懸熱に

ある程魔の任鷺性が入！）鶏む胤とは懸け‘）れない、、探査

に携わるものはで懸うる限節多く上漆下両層の鋤抵鯵匁櫨

』関す恥る資料を収集し，このような任灘性の幅を縮少す

る，よう馨釜ダる！必要鱗叢ある娘樵鵜では室寅層図の廓凝ll鼠囎v鷺s

灘、乾付鷺の水解探査¢）結果を念頭にお器，欄々の実測

v黙S曲線の1吟味によ／て鵯のような任　　眺の幅を辮蓄少

摩一るツy浸糞をのべたので爵）捺が，　凱のソび浸受は必尋濡し慰ぎ導タン

なものとはいえず，今後瓢のような閥題について研究を

進めてゆかねばならないと考えている．次に，不均質な

被覆層による実1鰯V欝曲線の張み畷鷹とその澤鯉鷲

知る鑑とも重要な質的角鞠の諜題であ蕎が，そのために

は爵得られた露瀞1～環銀蕪1撫瀦舞の薩囎難驚麟茨／蕉基“くべぎで

あ1）塾／鱗じヲ断の雲1講鐵斯1績をもつ範1瀦内に慧ゼ『》の藷簿功酵」実

測V鉱S藏線をえ章これら3っ融、婁8曲線の’藪ね新せ
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